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に
発
唯
し
た
火
災
で
類
焼
。

写
真
は
礎
災
の
翌
九
Ⅱ
一
・
日
駅
柵
内
に

立
つ
駅
腿
、
背
格
好
小
柄
な
感
じ
で
足
も

と
が
水
没
し
な
の
か
、
ズ
ボ
ン
の
裾
を
ま

く
り
あ
げ
て
州
子
は
少
し
斜
め
で
荘
然
と

し
た
表
悩
。

よ
く
カ
メ
ラ
マ
ン
の
要
求
に
応
え
て

ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
く
れ
た
も
の
だ
。

後
ろ
に
避
雌
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る

人
々
が
見
え
る
。

頭
の
上
の
時
計
の
針
よ
く
見
る
と
二

時
五
九
分
を
指
し
て
い
る
。

こ
れ
は
地
震
発
生
時
間
が
一
一
時
五
八

分
四
四
秒
で
地
震
の
揺
れ
に
少
し
の
間
耐

え
て
止
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

横
浜
市
庁
舎
・
神
奈
川
県
庁
舎
も
震
動
・

に
耐
え
た
が
、
市
内
で
発
生
し
た
火
災
で

被
災
し
全
焼
。

さ
て
、
わ
が
橘
樹
郡
Ｒ
吉
村
の
被
害
は

全
壊
六
四
戸

半
壊
四
三
一
戸

死
者
四
名

こ
れ
は
、
全
戸
数
五
六
○
戸
の
八
八
％

に
あ
た
る
。
当
時
、
村
は
九
割
が
農
家
と

考
え
ら
れ
る
。

納
屋
な
ど
の
非
住
家
の
被
害
が
一
、

ロ
ー
砕
一
評
蛭
．
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率
屡
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三
○
ヶ
所
で
壊
破
（
地
割
れ
か
）
。

橋
は
一
二
ヶ
所
で
落
墜
。
河
川

四
八
○
ヶ
所
（
土
手
の
損
壊
か
）
。

被
害
額
に
つ
い
て
、
Ｍ
七
・
貢
の
首
都

直
下
型
地
震
（
東
京
湾
北
部
）
が
起
こ
る

と
三
○
○
兆
円
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
六
割
強
）
に

達
す
る
と
の
試
算
が
あ
る
。

震
源
が
近
い
と
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が

小
さ
く
て
も
震
度
（
ゆ
れ
）
が
大
き
く
な

る
。
関
東
大
震
災
は
Ｍ
七
・
九
（
震
源
は

神
奈
川
県
西
部
、
首
都
圏
直
近
型
地
震
と

い
う
べ
き
か
）
。
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る
と
六
兆
九
千
億
Ｎ
（
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

二
五
・
狐
％
）

東
Ｈ
本
大
震
災
は
十
六
兆
九
千
億
（
対

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
三
・
三
％
）
側
火
大
震
災
は
経

済
規
模
が
小
さ
か
っ
た
当
時
の
図
に
と
っ

て
莫
大
な
被
害
で
あ
っ
た
と
い
う
事
が
い

、
え
↓
ゐし

か
し
同
に
勢
い
が
あ
っ
た
の
か
、
震

災
五
年
で
復
興
の
目
途
が
立
っ
て
く
る
。

次
ペ
ー
ジ
例
は
世
界
の
地
震
頻
発
地
帯
。

圧
倒
的
に
東
西
の
太
平
洋
岸
で
発
生
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

太
平
洋
の
真
ん
中
で
海
底
の
プ
レ
ー
ト

（
厚
さ
一
○
○
Ｋ
Ｍ
）
が
二
つ
に
分
か
れ

て
、
一
つ
は
東
の
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
、

い
ま
一
つ
は
西
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
大
陸
へ
押
し
寄
せ
て
い
る
。

一
方
、
そ
う
い
う
地
殻
の
上
に
乗
っ
て

い
る
ｎ
本
は
、
地
震
の
襲
来
を
避
け
ら
れ

な
い
宿
命
に
あ
る
。
と
い
う
現
実
を
受
け

止
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
東
北
大
震
災
の
時
の
揺
れ
の
大
き

さ
を
覚
え
て
お
こ
う
。
横
浜
は
震
度
五
強

と
い
わ
れ
て
い
る
。

関
東
大
震
災
は
震
度
六
。

被
害
は
格
段
に
大
き
く
な
る
。
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だ
ろ
う
。
ま
た
、
地
礎
は
季
節
・
時
間
を

選
ば
ず
襲
来
す
る
。
そ
れ
は
陥
料
の
夏
の

真
昼
時
か
、
あ
る
い
は
厳
寒
の
冬
の
真
夜

中
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
そ
れ
は
あ
た
か
も
折
角
人
間
が

築
き
上
げ
た
、
そ
れ
に
す
っ
か
り
依
存
し

て
い
る
文
明
社
会
を
狙
い
蝶
ち
し
て
く
る

よ
う
だ
。

地
震
は
太
古
の
人
間
社
会
、
例
え
ば
純

文
・
弥
生
時
代
の
人
間
に
ど
の
秘
度
深
刻

な
打
撃
を
与
え
得
た
ろ
う
か
。
そ
れ
ほ
ど

の
ダ
メ
ー
ジ
は
受
け
な
か
っ

た
の
で
は
と
考
え
た
り
す
る
。

そ
し
て
、
ｎ
肋
、
共
助
、
公
助
。
先
ず

自
分
の
身
は
ｎ
分
で
守
る
。
そ
し
て
次
に

近
所
の
助
け
合
い
。
そ
の
通
り
な
の
だ
が
、

高
齢
者
の
比
率
が
格
段
に
高
い
今
の
社
会

で
パ
ワ
ー
不
足
が
露
呈
し
そ
う
だ
。

「
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
と
い

う
が
そ
れ
も
な
か
な
か
難
し
い
」
（
大
倉

山
某
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
）
。

近
隣
住
民
の
交
わ
り
の
薄
い
今
の
地
域

社
会
で
は
、
こ
の
点
も
頭
に
入
れ
て
お
く

必
要
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
地
域
の
防
災
訓
練
に
は
積
極
的

に
参
加
す
る
。



地
域
の
防
災
体
制
で
何
か
足
り
な
し
・
刀

自
身
何
を
心
が
け
て
置
く
か
を
し
っ
か
り

掴
ん
で
お
く
こ
と
だ
。

最
後
に
災
害
専
門
家
の
言
葉
と
し
て

「
大
切
な
の
は
災
害
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み

る
こ
と
。
想
像
す
る
こ
と
で
我
が
家
の
対

策
が
と
れ
る
」

（
壱
元
）

世界の地震多発地楕（｢地震と横浜」枇浜市立大学

世界の地震(1001皿以洩）
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関
東
大
震
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浜
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市
発
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・
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関
東
大
震
災
誌
・
神
奈
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編
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中
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図
書
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地
震
と
横
浜
」
横
浜
市
立
大
学
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行
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◆
亜
成
一
函
川
年
ふ
Ｉ
生
一
凶
日
吉
町

住
民
の
親
睦
を
目
的
に
、
川
内
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
昨

年
は
七
〃
六
日
（
土
）
矢
上
小
学
校
校
庭

で
第
二
凹
火
会
が
行
わ
れ
五
十
四
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

一
チ
ー
ム
五
人
編
成
の
九
チ
ー
ム
で
前

◆
日
吉
町
自
治
会
で
は
毎
年
六
月
、
防
災

訓
練
の
一
環
と
し
て
炊
き
出
し
の
予
行
練

習
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
も
六
月

十
六
日
、
家
庭
防
災
員
、
矢
上
、
わ
か
く

さ
両
子
供
会
、
矢
上
、
日
吉
町
両
婦
人
会

を
中
心
に
日
吉
町
自
治
会
が
後
援
し
て

二
卜
五
年
座
炊
き
出
し
訓
練
を
日
吉
公
剛

で
行
い
ま
し
た
。

生
州
小
雨
模
様
で
、
附
雌
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
天
気
は
回
復
す
る
と
の
こ
と

で
テ
ン
ト
を
張
っ
て
決
行
し
ま
し
た
。

雨
に
も
関
わ
ら
ず
子
供
会
の
皆
さ
ん
、

自
治
会
側
係
者
が
多
数
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

炊
か
れ
た
ご
飯
は
豚
汁
共
々
大
変
美
味

し
く
、
又
天
気
も
ｋ
が
っ
て
好
評
裡
に
終

わ
り
ま
し
た
。

脳昨

、､J
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噂僅邑
／、

回
、
計
十
六
ホ
ー
ル
の
ス
コ
ア
ー
を
競
い

ま
し
た
。

何
人
か
新
し
い
方
々
も
参
加
さ
れ
、
楽

し
ん
で
頂
き
ま
し
た
が
、
輪
が
広
が
り
、

側
治
会
に
お
け
る
毎
年
恒
例
の
大
き
い
イ

ベ
ン
ト
に
し
た
い
も
の
で
す
。

前
に
も
記
し
ま
し
た
が
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
は
老
蒋
男
女
、
経
験
有
無
は
あ
ま
り

関
係
な
く
手
蝿
に
楽
し
め
る
簡
単
な
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

自
治
会
で
は
毎
月
第
一
，
川
土
曜
日
、

午
前
八
時
よ
り
矢
上
小
学
校
で
、
親
和
会

（
老
人
会
）
で
は
毎
週
火
、
金
唯
日
午
後

一
時
よ
り
日
吉
公
園
で
夫
々
集
い
プ
レ
ー

を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
下
さ
い
。

災害時に備え、薪でご飯を炊く訓練
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◆
日
吉
神
社
の
お
祭
り
は
例
大
祭
が
ノ

月
二
十
八
日
に
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

例
年
、
宵
宮
祭
、
神
賑
行
邪
は
八
月
第

四
週
の
土
、
日
曜
日
に
行
な
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
第
四
週
日
曜
日
に
市
長
選
挙

が
行
わ
れ
た
為
、
第
五
週
の
八
月
三
十
一

日
（
土
）
九
月
一
日
（
日
）
に
順
延
さ
れ

ま
し
た
。

昨
年
の
夏
は
記
録
的
猛
暑
が
続
い
た
上

に
台
風
十
五
号
の
来
襲
が
予
報
さ
れ
、
順

調
に
行
わ
れ
る
の
か
大
変
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
台
風
は
杷
憂
に
終
わ
り
、
厳
し
い

暑
さ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
ま
ず
順

調
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

幽錘

グランドゴルフを楽しむ女性藍

興勢す承正まの社柳くネIl1
，の宵･すし年し大本笛り社例
演氏宮るた中た前庁へよ本大
芸子祭ネI]!ネiji行。に使やう庁祭
大が、 事職事供者なかは
会集神にのなえ、い神ら樋
がま賑は方が

灘ビ幾篇順り行厳々ら
柵、事粛が古

に輪にな来行社に献鮮li
行踊は気祭の事宮納す料厳
わり例分礼衣か司めるL一な
れ、年に文装らにらもへ音
ま子通浸化に始よれのへの
し供りりを身まり、ーいも
た神大ま継をり#:,|1神ははと
⑥

抄い日でしたが楽しいお祭りでしｱー

日
吉
神
社
の
お
祭
撰
．
に
一
年
に
一
度
．

日
吉
町
、
日
吉
町
台
町
、
常
盤
台
、
各
町

内
会
あ
げ
て
の
行
事
で
す
が
、
都
市
化
が

進
み
、
疎
遠
気
味
な
人
間
関
係
が
進
ん
で

い
る
今
日
、
地
域
住
民
の
心
を
一
体
化
す

る
為
に
も
お
祭
り
の
効
用
は
大
き
い
も
の

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

尚
、
昨
年
、
神
社
関
係
者
の
協
力
に
よ

り
、
参
集
殿
に
隣
接
し
て
「
神
輿
山
車
庫
」

が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
は
神
輿
、
山
車
の
境
内
持
ち
込
み

に
大
変
な
労
力
を
必
要
と
し
ま
し
た
が
、

効
率
的
な
管
理
が
可
能
に
な
る
と
共
に
、

出
庫
、
収
納
が
大
変
楽
に
な
り
ま
し
た
。
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新しく出来た御輿山瓶障

◆
日
吉
川
自
流
会
に
日
吉
台
矢
上
側
４

学
校
の
学
区
域
に
亘
っ
て
お
り
、
住
民
の

防
災
訓
練
は
夫
々
の
学
区
域
に
お
い
て

別
々
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

二
十
五
年
艇
の
訓
練
は
、
Ⅱ
吉
台
小
学

校
学
区
域
は
十
月
二
十
七
日
、
矢
上
小

学
校
学
Ⅸ
域
は
十
一
月
三
口
に
行
わ
れ
、

夫
々
約
参
百
人
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

東
日
本
火
礎
災
の
経
験
か
ら
一
昨
年
よ

り
横
浜
市
消
防
局
が
作
成
し
た
「
防
災
拠

点
マ
ニ
ア
ル
」
に
基
づ
き
運
営
委
員
（
学

校
、
行
政
、
自
治
会
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
選
出
）
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
ま

し
た
。

＝
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畷
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防災訓練の一場蕊



◆
十
二
月
八
日
日
吉
神
社
恒
例
の
餅
（

き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
古
来
の
伝
統
行
事
を
継
承
し
よ
う

と
毎
年
師
走
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
昨
年

で
十
一
同
日
と
な
り
ま
す
。

肌
寒
い
一
Ⅱ
で
し
た
が
、
せ
い
ろ
で
蒸

さ
れ
た
も
ち
米
の
湯
気
は
＄
温
か
く
空
を

漂
い
、
役
員
達
が
臼
を
つ
く
杵
音
は
周
り

に
響
い
て
観
衆
が
集
ま
り
、
餅
つ
き
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

つ
か
れ
た
お
餅
は
婦
人
会
、
子
供
会
の

皆
さ
ん
に
よ
り
、
あ
ん
こ
ろ
餅
、
き
な
粉

餅
、
辛
み
餅
と
な
り
、
氏
子
の
皆
さ
ん
が

そ
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
お
餅
も
大
変
美
味
し
く
好
評

一
般
の
方
々
は
被
災
群
と
な
り
発
火
災

時
の
煙
体
験
、
非
常
用
水
附
栓
の
仕
方
、

仮
殺
ト
イ
レ
の
組
み
立
て
方
、
三
角
巾
の

使
用
方
法
等
実
践
的
な
知
識
を
判
い
、
非

常
食
粗
が
配
布
さ
れ
て
終
了
し
ま
し
た
。

ご
自
分
の
災
害
拠
点
の
確
認
、
災
害
時

の
対
処
の
仕
方
、
災
害
に
備
え
て
の
準
術

等
々
参
考
に
な
る
事
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
か

と
思
い
ま
す
の
で
今
年
も
多
数
ご
参
加
下

黄
』
い
０

で
お
餅
力
な
く
な
る
ま
で
長
ｖ
イ
列
力

続
き
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
、
Ｈ
本
食
が
ユ
ネ
ス
コ
文

化
避
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
各
地
の
伝
統
文
化
を
保
護
す
る
ユ

ネ
ス
コ
は
、
日
本
の
「
和
食
」
の
食
文
化

が
世
代
を
越
え
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
と

し
て
、
無
形
文
化
逝
産
に
登
録
す
る
こ
と

に
し
た
と
し
て
い
ま
す
。

お
餅
と
そ
の
加
工
品
は
、
伝
統
や
歴
史

的
背
景
か
ら
Ｈ
本
人
に
欠
か
せ
ぬ
ｕ
本
の

食
文
化
で
あ
り
又
、
餅
つ
き
大
会
は
、
地

域
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
も
の
で
、
こ
れ

が
ユ
ネ
ス
コ
の
求
め
る
精
神
な
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん

餅つき大会は盛会でしえ

サ
ロ
ン
日
吉
一
な
か
よ
し
」

加
鵬
驚
子

一
昨
年
の
七
月
、
地
域
の
子
供
達
か
ら

高
齢
荷
ま
で
気
楽
に
寄
り
合
え
る
場
所
と

し
て
サ
ロ
ン
日
吉
「
な
か
よ
し
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

当
サ
ロ
ン
は
、
Ｈ
吉
町
自
治
会
、
日
吉

台
町
内
会
、
常
雛
会
自
治
会
か
ら
の
助
成

金
か
ら
な
り
、
企
画
椛
成
は
各
種
団
体
（
自

治
会
、
町
内
会
、
民
生
委
員
・
保
健
活
動

推
進
貝
、
家
庭
防
災
員
）
が
持
ち
Ｍ
り
で

担
当
し
て
お
り
ま
す
。

今
迄
、
映
両
の
集
い
、
健
康
体
操
、
人

形
作
り
、
識
演
会
な
ど
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
頂
い
て
お
り
ま
す
。

原
則
、
毎
月
、
第
四
金
雌
ｕ
、
午
後
一

時
よ
り
日
吉
町
自
治
会
館
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。掲
示
板
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
ご

案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
日
吉
地
区
に
見
合
っ
た
肩
肘
の
張
ら
な

い
地
域
の
居
場
所
と
し
て
、
皆
様
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
尚
、
一
月

は
お
休
み
さ
せ
て
頂
き
、
二
月
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

お
陰
様
ぞ
昨
年
七
月
、

ｌ

迎
愚
ま
し
た

久
し
振
り
に
Ｈ
吉
に
来
ら
れ
た
方
は
．

様
変
わ
り
の
日
吉
駅
に
驚
か
れ
ま
す
。
Ｈ

吉
駅
は
平
成
三
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
、
平

成
十
一
年
に
は
「
関
東
駅
百
選
」
の
一
つ
に

選
ば
れ
る
等
近
代
的
な
駅
に
変
貌
し
、
又
、

四
年
前
か
ら
は
、
花
壇
の
あ
る
ベ
ン
チ
が

新
設
さ
れ
、
年
中
花
が
咲
き
誇
る
学
園

の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
駅
前
に
な
り
ま
し
た
。

日
吉
駅
を
象
徴
す
る
、
所
洲
「
銀
玉
」

や
駅
前
花
壇
は
、
待
ち
合
わ
せ
や
休
憩
の

場
所
と
し
て
恰
好
で
す
が
、
一
部
の
心
無

い
人
の
た
め
に
花
壇
の
花
が
潰
さ
れ
た
り
、

煙
草
の
吸
殻
が
平
然
と
捨
て
散
ら
さ
れ
て

い
る
の
は
、
何
と
も
腹
立
た
し
い
限
り
で
す
。

花
壇
、
椅
子
周
り
の
管
理
は
、
周
辺

の
方
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
厳
籍
下
、
地
下
駐
輪
場
か
ら
、

花
に
水
や
り
の
た
め
の
毎
ｎ
の
ジ
ョ
ウ
ロ

連
ぴ
、
掃
い
て
も
掃
い
て
も
も
キ
リ
が
な

い
煙
草
吸
殻
等
の
掃
除
、
そ
の
ご
労
苦

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
貰
お
う
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
代
表
し
て
小
出
氏
に
投
稿
を
依

頼
し
ま
し
た
。
ワ
イ
ヤ
ー
フ
ェ
ン
ス
の
な

い
花
壇
、
煙
草
の
吸
殻
等
の
な
い
椅
子
周

り
が
早
く
実
現
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

一
編
照
後
記

集


